
言友会の本棚カ、ら②
漫画の中の吃音者の主人公たち（上）

杉本博幸
軽撞着の楼閣紙に「漫画の中の聴覚言語障害者たち」というシリーズがあり、そのシリ

ーズの⑲で、「吃音の主役たち」を取り挙げていました。その筆者に問い合わせていくつ

かの漫画を紹介してもらい読みました。吃音者の私サイ＿ドから、かなり独断的な簡単なコ

メントをつけて孫紹介を誠みたいと思います。

「うこちゃれ車所瓦」（なか手強r少年サンデーきた連載1988年）・

高校の相撲蔀を舞台にした作品。主人公の五所瓦が吃音者で、自分が通う高校で相

撲部を狩り大会で優勝する。内に闘志を詩ちつつ、ひょうひょう主しキ隼港には、魅

力を感も季キただ主「亀吉とはどもる凄いとして吃る行為である」という観点から
して、こや余部こなひょうひょうまし

た性格の主人郵こ吃音者としての実感

年譜露謀議
うなひょ＿うむようをした経絡では、吃

．青書として妓差別の体験がないのでは

と、親実とのズレを‾感じそしまいます。

フィクションだと言ってしまえばそれ

までなのですが、・十一・一〇

註∴誇 
く　　　　　　　　　　　　　　　：シー鳴 
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「大器のモク主宰」（岩崎健二r少年マガジン吊ご連掛1977年）

に譜議整彊謹書喜濃霧謙語擢馨
周りかすの噸笑をピエロ的笑いや中に昇華させようセしているのではないか！？と・そ′めこと高車屈さが込凄’科す「うめではと反発を感じます。ピエロもとこロー？‾つ

の型です薪、やせ岳接的にと「雪「でなく草叩のか？とoただ圭の主人公午は；

演じるという感じがない亨です。それで、一この主人公にも吃音者としての実感が感じ
られません。このキ÷ラフターだと、「どもるまい」という意識などありえないと感

じさせるめですふ　、．シ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　二・

「ろぐでなしブルース」（森田まさのr少年ジャンプ」にま988年から連載中）

突っ譲りたちを主人公にした漫画です。教えてもらって連載中の作品を何号か読み

ました。非吃音者の栗著した時のやたらに多い吃音に交じって、吃音者の吃音も確か

にあるようですが、吃音ということを意識的に取り上げていろ感じはしませ＿んe吃音

＿　善一庭著者永日蔦的こ垂翠してく－るという子、とにはT共に生きるさきいうことで意味
があるとは思うのですが・せっかく取り上げるのならちふんと吃音者の心理までつふ
んで欲しいと思うの私欲張り過ぎるのでしょうか！？もっとも、「げ．仁方、」を主題に

した漫画にそのようなことを要求するのか、筋違いに違いないのですか、・＝〇・

吃譜をと。あげた神事があったらったら紹介ください。′噂なども含め色々感じ震
とを話せろような嫁を設けるようなことも言友会でやってみませんか！？∴くつづく）
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言友会の本棚多、ら② 　　　　　　　　　．舌● � 

軍曹餌の吃音者の主人公たち・（下） 
∴㌔　　　　　　　　　　　　　杉本博幸 

「言葉をくれた人」－（森有子∴i押6年頃）、 

「少女マンガ」に載った作品だそうです。吃音者の主人公雅美の日常的な被差別の 1－●一書 （排除と嶺実を受ける）‾商況が描かれ、，その少女が亘本譜が喋れな．いといじめられる 

「外人」の少年との出会いと交流の中で、そゐ少年が日本語を喋ろうと努力している 

のた触発されて：日掛も・「青菜の学校」＼に通おうと決心するところで話が終わります。 
この作品を読んでいて∴麗轟者の立場から手話を外国語と同じようにとらえる観点 

が出されている話を思い出しました。そのことにねちょっと疑問を感じて、います。撞 

害者差別の問題が消えて気るからです。概軸、にコミェニケーシ．ヨン障害の問題が共通 

項としてあります。しかし∴「外国語」‾とi一般的にはぐくれません。例えば、‾日本で 

は、西欧圏の言語（∴人達）をもてはやすような側面があり、アジア圏の言語には差 

別的な態度が多々見られます。手話が言語として確認されて来ていることはあるので 
すが、まだ羊だ輔者が健埠に合わせるこ埼強要されるというニーとがあるのでは（4 と思います＿。∴、 

この作品に出てくる「外人」は金髪の少年で、‾その少年が必ずしも差別されはしな 

いだろうと現実とのズレを感じます。アジア固め少年にすると、もっと被差別の共感 

というようなところで結びつくのではないかなどと考えたりしていますd 
．それにしても、「吃音の矯正」と外国語の習 

紫壷：’曾鴨諾護謀議紫 
主上三　　　　　．′，！、．・のです。二一一∴ 

額‘‘醗撥撥 ヾ　　報繊ソ離罷舅鷲嵩義露岩葦等鷺誓＝（了、 

うか？扱差別の心理をかなりちゃんと取り上げている作者なので、二度追って見たい′ 

と思っています∴ 

「厨子のいる店」（岩間埠『週間モーニング」連載） 
こ＿の渥画は、‘言友会の卓で有名になったので、読んだことがある人もかなりいるだ 

ろうと思います‥高校生の厨子が自分の引‾っ込み思案さを失くそうと喫茶店でアルパ 

イトを始め、その中で色々な人と出会い成長して行くという話です。 

÷この漫画の作者は吃音者で、吃音者の心理を見事に描いてい／ますが、．それだけでな 

く吃音者問題の所在を世界観の問題まで踏み込んで明すが、にしまう＼としています。 

例えば、風子が喪茶店のマスターから「なぜ競争しないの？」と問われ、「負ける 
もの」と簡単明瞭に居直り的に応えるシーン。また、クラスメートが風子が吃ること 　●　＿ヽ∴ 　－8－‾ 　　　tj 



を迷惑だと言うことに対し、別のクラスメートをもって「おまえの方が迷惑だ」と言

わしめるシーン。男と競争することにやっさになっている女性のブックデザイナーに、

その恋人をもって「本に名前が載ることがそんなに大切なことなのか？」と言わしめ

るシーン。風子を「半人前」と言った男に対し、別の男をもって「一人前」－「半人

前」という発想を問題にし、「標準なる人」を設定すること自体を問題にするシーン。

風子がラジオのディスクジョッキーに投書したものと勘違いして、店の客が塩害で

「無理に笑顔を作ろうとせず、ありのままの自分を出せば叫、。」と応えるシーン。

また風子に優越感を抱きに店に来る客、

風子にオアシスなことを感じ通って来る

客をシニカルに描くシーン。これらのこ

とは、「吃音者宣言」の中にある「個性

と能力を発揮して生きる・・・」を超え

∵て、そこからもう一歩も二歩も踏み込ん

で、能力を問題にすること自体を問題に

しています。

こんなことを書くと堅い作品のように思われるかも知れませんが、あくまでも色々

なェビソードを織り込んでの話なので楽しく読めました。

単行本にもなっているので、是非探して読んで下さい。お薦めの作品です。

「かたっむり」（青柳祐介FCOM」1969年2月号）

紹介者の話では、これも作者は吃音者との文をどこかで読んだとのことです。そし
て、その主人公の名前が作者の本名だとかo最近のこの作者？作品（牛土佐の一本釣

り」が有名です）－を読むと、画のタッチも違うのですが、画風が全く違い、どこまで
が実体験でどこからがフィクションなのか分からず、どこで変わったのだろうと不思

議に思います‥むごかく、最近の明るい作品とまるで遠い、守れほど暗い作品はない
と言える位暗い作忠です。
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一語は離婚した相手の女性との再会シー

ンから始まります。結婚していた時には

吃って話せなかったのに、再会した時に

はスムーズに話すので、「なぜ？」と問

われます。それで、作者の回想シーンと

して話が進んで行きます。子供の時から
のすごくリアルに苦しい吃音者体験が語

られていますo

そして、そのお見合い結婚した女蛙が

愛し合おうとするばかりに、抑圧者とし
て位置した情況が語られ（丁度、子を思

う親が吃音児に抑圧者として立ち現れる
ように）、結局コミュニケーションがうまくいかず離婚して、それを契桜に自分の殻

に閉じこもることによ3て吃らなくなったという話です。「かたっむり」という表題

は殻に閉じこもることを示しているようです。

吃らなくなって、人の気持ちを無視してベラベラしゃべり、かえってコミュニケー

ションがとれなくなったという話はよく聞く話ですが、このようなこともあるのかと

考えさせられました。吃音者として身につまされる話ではないかと思います。
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